
調理業務従事証明作成に関する注意事項

・調理業務従事証明書は、全て証明者が記入のうえ押印してください。

・内容を訂正する場合は、必ず訂正箇所に二重線を引き、証明印と同じ印を押印したうえで訂正してください。

修正液等の使用や、訂正印のないものは認められません。

・全て黒のボールペン又はペンで記入してください。鉛筆や消せるボールペンの使用は認められません。

・提出書類の内容が事実と異なることが判明した場合は、受験者の受験資格や合格を取り消すほか、証明者も刑

法の規定により処罰されることがあります。

飲食店関係営業か給食施

設、該当するどちらか一

方に記入すること。

最新の許可年月日を記

入すること。

（参考）幼稚園、小学

校、中学校、学校給食

センター等は「２学

校」、老人福祉施設、児

童福祉施設は「５社会

福祉施設」に該当す

る。

注意事項２に該当する又は給食業務を外部

委託している等により、証明者が勤務施設

の施設長（経営者）でない場合に○を付け

ること。

調理している具体的な

品名を記入する。（料理

全般・和食全般などは

不可）

証明印については、裏

面の『「調理業務従事証

明書」の証明印につい

て』も確認すること。

継続して提供している

食数を記入すること。

受験資格の実務経験を

満たす給食施設は、１

回２０食以上１日５０

食以上提供している施

設。
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受験資格の実務経験について

次の場合は、受験資格の実務経験となる調理業務に従事したとは認められません。

・専ら調理品の運搬、配達及び食器洗浄等直接調理に関係しない業務に従事している者（ウエイターやウエイ

トレス等を含む）

・栄養士、看護師、保育士、介護士等の職種として採用され、調理業務をしている者

・パート又はアルバイトで調理業務に従事している者（ただし、週４日以上かつ１日６時間以上、又は週５日

以上かつ１日５時間以上勤務している場合は従事していると認める）

・食材を洗う、料理を盛り付ける又は料理を再加熱して供する行為しか行っていない者

・全日制の学校に在籍しながら調理業務に従事している者（休学中の者が従事している場合は認める）

・会社や研究所等で食品開発業務の一環として調理業務に従事している者

「調理業務従事証明書」の証明印について

・証明者が個人の場合（個人経営の経営者（施設長）等が証明する場合）

市町村に登録されている実印を押印し、必ず押印した印の印鑑登録証明書を添付してください。

・証明者が法人の場合（法人組織の施設長（経営者）又は団体の長が証明する場合）

職印又は法人登記された印を押印してください。

【実印の例】

佐
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△

【職印又は法人登記された印の例】

△
△
△

保
育
園

長
之
印

×
×
×
×

飲
食
業
組

合
長
之
印

【次のような例は、調理師試験の証明印として認められません】

鈴
木

印鑑登録を

していない個人印

店名印、学校印

のみ

日付のある

ゴム印等

印鑑登録証明書

印鑑登録をしている印鑑に限ります。

実印の場合は印鑑登録証明書を必ず

＋ 添付してください。

（地位が店主、代表取締役等であっても

個人の印は職印ではありません。）
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※職印が職名のみの場合は、社印、
学校印、組合印等を合わせて押印し
てください。
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30.07.01

店長

(株)○○
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